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保
険
医
協
会
に

限
ら
ず
、
各
医
療

団
体
の
課
題
の
一

つ
に
組
織
率
の
低

下
が
挙
げ
ら
れ

る
。
当
協
会
は
組

織
部
の
努
力
も
あ

り
、
今
現
在
は
な
ん
と
か
会
員

数
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
が
、
近

い
将
来
を
見
据
え
る
と
安
穏
と

し
て
い
ら
れ
な
い
。
組
織
率
を

高
め
る
た
め
に
、
会
員
数
を
増

や
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
。
協
会
の
活
動
を
遅

滞
な
く
遂
行
す
る
た
め
に
は
、

現
会
員
、
あ
る
い
は
新
規
会
員

の
中
か
ら
活
動
を
牽
引
し
て
く

れ
る
人
材
を
発
掘
し
て
、
そ
の

層
を
厚
く
し
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
▼
協
会

は
各
地
区
に
支
部
を
組
織
し
て

い
る
。
支
部
は
協
会
と
い
う
組

織
の
土
台
で
あ
り
、
こ
こ
が
し

っ
か
り
し
て
い
な
い
と
足
元
が

ぐ
ら
つ
き
、
組
織
運
営
は
危
う

く
な
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
は
、

創
意
工
夫
し
て
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
反
面
、
支
部
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

会
員
は
少
な
い
の
が
現
状
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
朝
一
夕
に

は
い
か
な
い
が
、
各
郡
市
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
と
の
連
携
を

強
化
し
、
支
部
へ
の
参
加
者
を

増
や
し
、
協
会
活
動
の
最
初
の

窓
口
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
機

能
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
活
性

化
の
肝
と
な
り
得
る
▼
「
変
わ

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
変
わ

ら
な
け
れ
ば
そ
の
う
ち
相
手
に

さ
れ
な
く
な
る
」

―
先
日
、

あ
る
会
の
席
上
で
恩
師
に
言
わ

れ
た
言
葉
で
あ
る
。
医
療
界
全

体
が
厳
し
い
目
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
今
こ
そ
、
現
有
の
メ
ン
バ

ー
に
加
え
、
ひ
と
り
で
も
多
く
、

未
来
の
協
会
を
背
負
っ
て
立
つ

人
が
現
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

（
Ｓ
Ｙ
）

田中麻衣子
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す
る
こ
と
、
▽
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
」
へ
の
患
者
負
担
の
追
加
を

実
施
し
な
い
こ
と
、
▽
高
額
療

養
費
制
度
の
月
額
負
担
上
限
額

を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
、
▽
タ

ミ
フ
ル
等
を
市
販
薬
へ
と
転
用

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
）
し
な
い
こ
と
、

▽
従
来
の
健
康
保
険
証
の
復
活

―
の
５
点
。

「
医
療
守
る
た
め

論
戦
し
た
い
」

笠
浩
史
議
員

　

笠
浩
史
議
員
（
衆
・
中
道
）

と
の
懇
談
で
は
、
主
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
へ
の
追
加
負
担
問
題
が

話
題
に
。
協
会
か
ら
、
追
加
負

担
に
よ
る
保
険
料
の
負
担
軽
減

は
わ
ず
か
に
す
ぎ
ず
、
治
療
が

遠
の
く
弊
害
の
ほ
う
が
大
き
い

と
指
摘
し
た
。
タ
ミ
フ
ル
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
に
つ
い
て
は
、
医
師
の

診
断
の
下
で
使
用
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
自
己
判
断
で
の
安
易

な
使
用
は
感
染
流
行
に
繋
が
り

か
ね
な
い
と
し
た
。
笠
議
員
は

「
医
療
を
守
っ
て
い
く
観
点
か

ら
論
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
強

く
応
じ
た
。

医
療
現
場
の
混
乱
に

理
解早

稲
田
夕
季
議
員

　

早
稲
田
夕
季
議
員
（
衆
・
中

道
）
と
は
、
主
に
マ
イ
ナ
保
険

証
の
問
題
で
懇
談
。
協
会
か
ら

は
医
療
現
場
の
ト
ラ
ブ
ル
は
一

向
に
収
束
せ
ず
、
や
む
を
得
ず

１０
割
負
担
と
な
る
事
例
も
あ
る

と
説
明
。
３
月
末
ま
で
の
旧
保

険
証
の
暫
定
使
用
が
終
わ
れ
ば

混
乱
は
さ
ら
に
広
が
る
と
し
、

全
被
保
険
者
へ
の
資
格
確
認
書

の
発
行
な
ど
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
早
稲
田
議
員
は
、
医
療
現

場
の
実
情
に
理
解
を
示
し
、
必

要
な
対
応
を
行
い
た
い
と
し
た
。

若
者
に
も
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要

畑
野
君
枝
議
員

　

畑
野
君
枝
議
員
（
衆
・
共
産
）

と
の
懇
談
で
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
患
者
負
担
増
に
つ
い
て
、

こ
の
施
策
に
よ
る
社
会
保
険
料

軽
減
額
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る

一
方
、
受
診
時
の
負
担
額
は
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
現
役
世
代

に
も
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
訴

え
た
。
畑
野
議
員
は
先
の
衆
院

選
に
お
い
て
、
有
権
者
の
中
で

は
「
社
会
保
障
は
高
齢
者
の
た

め
の
も
の
」、「
若
者
の
負
担
を

減
ら
す
べ
き
」
と
い
う
世
代
間

分
断
の
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
た

と
回
顧
。
若
者
も
当
事
者
（
患

者
）
と
な
る
可
能
性
が
十
分
に

あ
る
と
し
、
今
後
の
議
論
の
重

要
性
を
説
い
た
。

実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い

「
プ
ラ
ス
改
定
」

報
道
を
指
摘

福
島
瑞
穂
議
員

　

福
島
瑞
穂
議
員
（
参
・
社
民
）

と
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
内
容

を
中
心
に
懇
談
。
協
会
は
か
ね

て
よ
り
求
め
て
い
た
１０
％
の
プ

ラ
ス
に
は
届
か
な
か
っ
た
こ
と

に
加
え
、
人
件
費
上
昇
に
対
す

る
補
助
金
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
届
出
が
な
け
れ
ば
申
請

が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
指

摘
し
た
。

　

福
島
議
員
か
ら
は
「
プ
ラ
ス

改
定
」
と
の
報
道
か
ら
、
改
善

さ
れ
て
い
る
印
象
を
持
っ
て
い

た
と
し
て
、
現
場
の
厳
し
い
実

情
に
理
解
を
示
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
・

タ
ミ
フ
ル
Ｏ
Ｔ
Ｃ

問
題
を
共
有

　

坂
井
学
議
員
（
衆
・
自
民
）

の
秘
書
の
李
氏
は
今
次
診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
、
完
璧
で
な

い
面
が
あ
る
こ
と
を
受
け
止
め

つ
つ
一
歩
前
進
し
て
い
る
こ
と

を
共
有
し
た
い
と
し
、
今
後
の

動
き
に
つ
い
て
意
見
を
頂
き
た

い
と
し
た
。

　

今
回
初
と
な
る
脇
雅
昭
議
員

（
参
・
自
民
）
の
秘
書
の
森
岡

氏
と
の
懇
談
で
は
、
市
販
薬
化

が
検
討
さ
れ
て
い
る
タ
ミ
フ
ル

を
例
に
、
医
療
用
医
薬
品
が
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い

て
問
題
意
識
を
共
有
し
、
併
せ

て
今
後
の
懇
談
機
会
を
求
め

た
。

　

２
月
１９
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
し
、
二
村
副
理
事
長
、
藤
田
・
小

柳
両
理
事
が
参
加
し
た
。
今
回
は
先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
を
受
け
、
県
内
選

出
の
議
員
（
比
例
含
む
）
３２
名
へ
の
祝
意
訪
問
を
行
っ
た
。
ま
た
、
４
名
の

議
員
、
２
名
の
議
員
秘
書
と
懇
談
し
た
。

2・19国会行動

福島議員畑野議員

衆
院
選
当
選
議
員
を
祝
意
訪
問

県
内
選
出
の
３２
議
員
今
後
の
懇
談
機
会
に
期
待

市
販
薬
の
代
替
性
口
実
で
制
度
改
定

政
策
部
長
談
話
発
表

薬
剤
５
割
負
担
に
反
対

　

政
策
部
は
３
月
２
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
薬
剤
５
割
負
担
の

梃
、『
一
部
保
険
外
療
養
』
に

反
対
す
る
／
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）

を
口
実
の
差
額
負
担
拡
大
は
健

保
法
附
則
に
背
く
」を
発
表
し
、

日
医
や
各
県
医
師
会
、財
務
省
、

厚
労
省
、
中
医
協
委
員
、
国
会

議
員
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
送
付（
３

面
）
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
東

京
内
科
医
会
、
日
本
総
合
研
究

所
な
ど
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

　

談
話
は
、市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）

と
の
代
替
性
を
口
実
に
、
７７
成

分
約
１
千
１
０
０
品
目
の
医
療

用
医
薬
品
に
つ
い
て
、
患
者
の

薬
剤
負
担
を
約
５
割
と
す
る
法

案
が
近
く
国
会
提
出
さ
れ
る
と

提
示
。
小
泉
内
閣
当
時
に
３
割

負
担
が
限
度
と
定
め
た
健
保
法

附
則
を
突
破
す
る
た
め
、
新
た

に
「
一
部
保
険
外
療
養
」
の
創

設
で
調
整
し
て
い
る
こ
と
を
問

題
視
し
、
反
対
を
表
明
し
た
も

の
。

上
げ
で
担
保
す
べ
き
と
強
調
。

ま
た
、
こ
の
間
の
強
引
な
医
療

Ｄ
Ｘ
誘
導
を
理
由
に
、
閉
院
を

決
断
し
た
会
員
が
現
れ
た
と
指

弾
し
た
。

　

近
年
は
医
院
経
営
の
裁
量
権

を
奪
う
改
定
が
行
わ
れ
、
医
院

経
営
の
安
定
に
は
程
遠
い
と
指

摘
。
告
示
案
は
地
域
医
療
の
第

一
線
を
担
う
診
療
所
の
士
気
を

削
ぎ
、
近
い
将
来
地
域
医
療
の

崩
壊
に
繋
が
る
と
し
、
間
近
に

控
え
る
正
式
告
示
や
運
用
通
知

に
よ
る
診
療
所
の
窮
状
打
開
を

強
く
求
め
た
。

　

「
一
部
保
険
外
療
養
」
に
よ

り
、
薬
価
の
２５
％
を
保
険
外
と

し
、
保
険
分
（
７５
％
）
は
従
来

の
３
割
負
担
（
７５
％
×
３
割
＝

２２
・
５
％
）
の
ま
ま
、
合
わ
せ

て
約
５
割
負
担
（
４７
・
５
％
）

と
な
る
。市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
と
、

含
有
量
や
規
格
、
投
与
用
量
、

投
与
経
路
が
全
く
同
一
の
医
療

用
医
薬
品
は
３０
成
分
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
を
２
倍
程
度
へ
対
象

と
な
る
医
薬
品
を
広
げ
、
医
療

費
を
９
０
０
億
円
削
減
し
て
、

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
と
し
て

い
る
。

　

談
話
で
は
、
現
役
世
代
の
保

険
料
引
き
下
げ
は
、
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
も
月
▲
２４
円
で
し
か

　

協
会
は
３
月
３
日
、「
第
一

線
医
療
の
士
気
を
削
ぐ
告
示
案

に
抗
議
／
真
に
医
療
機
関
の
窮

状
打
開
と
な
る
診
療
報
酬
改
定

を
求
め
る
」
と
題
し
た
理
事
長
・

医
療
運
動
部
会
長
合
同
声
明
を

発
表
し
た
（
４
面
）
。

　

声
明
で
は
、
２
月
１３
日
に
示

さ
れ
た
告
示
案
は
診
療
所
を
確

実
に
衰
退
さ
せ
、
地
域
医
療
の

崩
壊
に
繋
が
る
と
指
弾
し
た
。

窮
状
打
開
へ
期
待
し
て
い
た

初
・
再
診
料
は
据
え
置
き
や
微

増
に
と
ど
ま
り
、
過
去
の
経
営

悪
化
分
の
補
填
と
し
て
は
全
く

の
不
十
分
。
物
価
対
応
料
も
僅

か
で
あ
り
、
一
般
名
処
方
加
算

の
マ
イ
ナ
ス
２
点
で
ほ
ぼ
帳
消

し
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

　

本
体
改
定
率
（
３
・
０９
％
）

の
半
分
以
上
が
「
賃
上
げ
分
」

と
し
て
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
が
大
幅
増
と
な
っ
た
が
、
本

来
は
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
き

な
く
、
逆
に
病
気
の
際
は
家
計

負
担
が
嵩
み
、
医
療
保
険
制
度

へ
の
信
頼
を
損
ね
る
結
果
と
な

る
と
指
摘
。
ま
た
新
制
度
の「
一

部
保
険
外
療
養
」
は
、
名
称
か

ら
し
て
、
対
象
を
薬
剤
に
限
定

し
て
お
ら
ず
、
今
後
、
医
療
技

術
な
ど
へ
の
適
用
拡
大
が
さ
れ

か
ね
な
い
と
懸
念
。
患
者
負
担

拡
大
の「
打
ち
出
の
小
槌
」
と
な

る
危
険
性
が
高
い
と
批
判
し
て

い
る
。

　

談
話
は
、新
制
度
が「
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
」こ
と
を
難

し
く
し
、
首
相
が
掲
げ
る
国
家

戦
略
で
、
国
民
の
命
と
健
康
の

保
護
を
方
針
と
し
た「
健
康
医

療
安
全
保
障
」
に
適
う
の
か
疑

問
だ
と
指
摘
。総
選
挙
で
医
療
・

社
会
保
障
に
理
解
と
見
識
の
あ

る
議
員
が
返
り
咲
き
、
与
党
内

で
慎
重
論
が
出
て
い
る
と
の
報

道
を
踏
ま
え
、
与
党
の
良
心
の

発
揮
を
期
待
し
た
い
と
し
て
い

る
。

　

な
お
、
５
割
負
担
と
な
る
対

象
の
医
薬
品
リ
ス
ト
は
左
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
。

真
の
窮
状
打
開
と
な
る

診
療
報
酬
改
定
を

理
事
長
・
医
療
運
動
部
会
長
合
同
声
明
を
発
表

　

今
回
の
要
請
内
容
は
次
の
通

り
。
▽
診
療
所
の
経
営
状
況
を

改
善
す
る
よ
う
な
改
定
内
容
と

笠議員 早稲田議員

2面

5面

①〈事後抄録〉歯科臨床研究会
　「口腔内スキャナー（IOS）による
 デジタル歯科の現状と未来」
②無床診最大15万円
 病院賃上げ支援金、診療所等賃上支援金

「1月22日 日弁連シンポジウムに参加して」

 大和市・小柳光仁先生

今号のピックアップ

医薬品リスト
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　税対経営部は青色申告者向けに令和7

年度確定申告対策の講習会を2回にわた

り協会会議室・WEB併用で開催した。第1

回（1月29日）は決算書作成上の留意点を、

第2回（2月5日）は確定申告書の作成に

ついて解説。今年度より講師を一新し、

税理士の渡邊由美子氏・古閑千枝氏が担

当し、全体で11名が参加した。

　第1回では渡邊氏が「期中に取得した減価償却資産は事業供用日（購入日

ではなく使い始めた日）から減価償却が可能。初年度は1年分計上ではない」

と指摘した。トピックスで▽電子帳簿保存法、▽中小企業投資促進税制、▽

基礎控除の変更―などにふれた。

　第2回では、古閑氏が前半で所得税と控除を概説。不動産所得がある場合

は専用の決算書で先に計算することを強調した。また、令和7年から新設さ

れた「特定親族特別控除（19歳以上23歳未満で年間所得123万円以下であれ

ば一定の控除が受けられる）」や基礎控除の見直し（令和7・8年の特例加算

と9年以降の変更）などを取り上げた。後半では第1回で作成した青色申告決

算書をもとに確定申告書を実際に作成。その際、確定申告書別表2における「特

例適用条文等」欄に「措法26」の文言記載と、事業税「非課税所得など」の

欄に保険診療の金額記載漏れがないように注意を促した。また確定申告は単

に納税のためだけではなく、医院経

営の判断材料としてデータを有効

活用してほしい、とした。

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（ ℡ 045-313-2111）。

  □   先日始まった、病院や診療所向けの「賃上支援金」は令和7年12月～令和8

年5月までの6カ月間の賃金改善に充当する支援金です。

　　　例：無床診療所1施設あたり最大15万円

  □   さらに、令和8年6月1日以降もこのベースアップの水準を維持・拡大する

ことが原則となります。

  □   賃金改善の方法は2通り（以下のいずれか）です。

　　　① 令和7年12月～令和8年5月までの間のベースアップを実施する。

　　　②  直ちにベースアップ困難な場合は、令和7年12月～令和8年3月の4カ月

分の一時金（または特別手当）を3月までに支給し、4月～5月につい

てはベースアップを実施する（下図参照）。

図： 一時金（特別手当）とベースアップを組み合わせて賃金改善を行うイメージ

 □  県の次回申請受付は4月中旬～5月中旬となります（県から個別に案内予定）。

　

協
会
で
は
２
月
か
ら
４
月

を
「
春
の
会
員
増
加
推
進
月

間
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

年
度
の
会
員
増
加
目
標
数
を

設
定
し
、
達
成
に
向
け
て
新

点
数
研
究
会
は
じ
め
各
種
研

究
会
・
相
談
事
業
を
中
心
と

し
た
協
会
の
魅
力
を
、
ま
だ

協
会
に
入
ら
れ
て
い
な
い
先

生
方
に
お
伝
え
し
て
い
く
。

　

さ
て
、
こ
の
間
の
協
会
の

会
員
動
向
は
、
高
齢
化
や
閉

院
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理

由
で
の
退
会
や
、
人
件
費
・

治
療
材
料
費
の
高
騰
な
ど
を

理
由
に
経
営
が
立
ち
行
か
ず

に
閉
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

の
退
会
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
慢
性
的
に
続
く

低
診
療
報
酬
政
策
、
新
規
開

業
数
減
少
等
の
要
因
か
ら
会

員
増
加
率
は
鈍
化
傾
向
と
な

り
厳
し
い
状
況
だ
。

　

一
方
、
今
年
６
月
施
行
の

今
次
診
療
報
酬
改
定
は
物
価

高
・
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
高
騰
対
策
を
謳
っ
た

改
定
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
改
定
率
は
全
体
（
ネ
ッ

ト
）
で
２
・
２２
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
１４
年
振
り
の
全

体
（
ネ
ッ
ト
）
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
と
は
い
え
、
改
定
率
の

内
訳
を
み
る
と
通
常
改
定

分
、
い
わ
ゆ
る
「
真
水
」
の

部
分
は
プ
ラ
ス
０
・
２５
％
に

す
ぎ
な
い
。

　

保
険
医
療
機
関
が
現
状
の

窮
地
か
ら
脱
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
大
幅
な
プ
ラ
ス
改

定
・
医
療
費
総
枠
拡
大
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
が
全
医

療
機
関
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
り
、
ひ
い
て
は
協
会
会
員

増
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
協
会
と
し
て

医
療
費
総
枠
拡
大
を
求
め
る

運
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
だ
。

　

ま
た
、
改
定
内
容
に
つ
い

て
医
科
は
再
診
料
、
歯
科
は

初
・
再
診
料
が
引
き
上
が
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
対

象
が
拡
充
さ
れ
、
さ
ら
に
物

価
対
応
料
が
新
設
。
医
科
で

影
響
が
大
き
い
の
は
、
生
活

習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）
に
つ

い
て
、
包
括
さ
れ
て
い
た
悪

性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療
管
理

料
な
ど
の
管
理
料
が
今
次
改

定
で
別
途
算
定
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
な
ど
だ
。

　

歯
科
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ

ン
レ
ー
の
算
定
要
件
の
一
つ

で
あ
っ
た
「
咬
合
支
持
要
件
」

の
撤
廃
や
歯
周
病
安
定
期
治

療
と
歯
周
病
重
症
化
予
防
治

療
が
統
合
さ
れ
る
な
ど
、
複

雑
な
改
定
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
れ
ら
改
定
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
開
催
予
定
の
新

点
数
研
究
会
（
県
内
複
数
会

場
開
催
）
で
詳
細
を
解
説
す

る
。
当
会
の
新
点
数
研
究
会

で
は
改
定
ご
と
に
保
団
連
・

協
会
が
独
自
製
作
し
た
テ
キ

ス
ト
を
用
い
て
お
り
、
「
非

常
に
分
か
り
や
す
い
」
と
の

評
価
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
の
研
究
会
を
き
っ
か

け
に
入
会
さ
れ
る
先
生
方
も

少
な
く
な
い
。

　

協
会
は
新
点
数
研
究
会
以

外
に
も
学
術
的
な
研
究
会
や

経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
新
規
個
別

指
導
対
策
の
新
規
指
定
医
講

習
会
等
各
種
研
究
会
や
保
険

診
療
・
医
院
経
営
の
相
談
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
積

極
的
に
協
会
事
業
を
活
用
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
会

員
の
皆
様
に
は
様
々
な
要
望

を
協
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
ま
だ
協
会
に
入
会
さ
れ

て
い
な
い
先
生
に
協
会
事
業

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

春
の
会
員
増
加
推
進
月
間
を
迎
え
て

協
会
事
業
の
ご
活
用
を

口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
歯
科
の
現
状
と
未
来

歯
科
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状

歯
科
臨
床
研
究
会

ル
変
革
で
す
。
特
に
近
年
、
口

腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）

が
保
険
収
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ

と
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
歯

冠
補
綴
装
置
を
中
心
と
し
た
臨

床
応
用
と
、
歯
学
部
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
教
育
導
入
と

い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
、
現
状

と
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臨
床
応
用
の
実
際

臨
床
応
用
の
実
際

　

臨
床
面
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
特

徴
を
従
来
法
と
比
較
検
討
い
た

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
は
単
な
る

印
象
採
得
の
ツ
ー
ル
で
は
な

く
、
幅
広
い
用
途
で
活
用
で
き

る
革
新
的
な
機
器
で
あ
り
、
患

者
と
歯
科
医
療
提
供
者
の
双
方

に
高
い
満
足
度
を
も
た
ら
す
こ

と
を
、
ご
参
加
の
先
生
方
と
と

も
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
導
入

に
よ
り
、
コ
ス
ト
面
、
時
間
効

率
、
人
員
配
置
の
す
べ
て
の
面

で
多
く
の
利
点
が
あ
る
こ
と
を

検
証
し
、
今
後
普
及
が
予
想
さ

れ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
可

能
性
に
つ
い
て
も
言
及
い
た
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
治
療
を
成
功

に
導
く
ポ
イ
ン
ト
を
、
形
成
か

ら
装
着
ま
で
段
階
ご
と
に
詳
し

く
解
説
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
適
切
な
取
り
扱
い
方
に
つ
い

て
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
導
入
を
ご
検
討
さ
れ

る
先
生
方
の
た
め
に
、
各
メ
ー

カ
ー
の
ご
協
力
の
も
と
、
必
要

な
情
報
や
選
定
時
の
参
考
事
項

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歯
学
部
教
育
へ
の
展
開

歯
学
部
教
育
へ
の
展
開

　

次
に
、
神
奈
川
歯
科
大
学
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
／
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

た
歯
学
部
教
育
に
つ
い
て
、
実

際
の
利
用
状
況
や
学
生
の
反
応

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ

Ｓ
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
学
修

だ
け
で
な
く
、
学
生
の
学
修
効

果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
ど
の
よ
う
に
教

育
現
場
で
活
用
し
て
い
る
か
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

立
歯
科
大
学
と
し
て
全
国
で
２

校
目
と
な
る
文
部
科
学
省
認
定

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
校

と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
供
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

今
後
の
展
望

今
後
の
展
望

　

最
後
に
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
義

歯
の
最
新
動
向
と
と
も
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
も
た
ら
す
歯
科

医
療
の
未
来
像
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
が
、
ご
参
加
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
先
生
方
に

と
っ
て
有
益
な
も
の
と
な
り
、

歯
科
医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
そ
し

て
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歯
科
研
究
部
は
２
月
５
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
口
腔
内
ス

キ
ャ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
歯
科
の
現
状
と
未
来

―
歯
科
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

現
状
―
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は
神

奈
川
歯
科
大
学
口
腔
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
学
分
野

主
任
教

授
・
星
憲
幸
氏
が
務
め
、
１
５

１
名
が
参
加
し
た
。

　

医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進

さ
れ
る
中
、
歯
科
領
域
に
お
い

て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ

講師の星氏

確定申告講習会確定申告講習会

適切な税務処理と適切な税務処理と
着実な手続きを期限内に着実な手続きを期限内に

渡邊氏 古閑氏

神奈川県 厚労省 リーフレット

◀ 最新情報は各QRコード
よりご確認ください。

病院賃上げ支援金病院賃上げ支援金
診療所等賃上支援金診療所等賃上支援金

4カ月分の一時金支給4カ月分の一時金支給（12～3月の賃金改善）（12～3月の賃金改善）は3月中には3月中に

無床診最大15万円無床診最大15万円

〈お問合せ〉 

診療所 ： 神奈川県医療整備 ・ 人材課

℡ 045 ‐ 285 ‐ 0731（平日9:00～17:00）

病院 ： 厚生労働省コールセンター

℡ 03 ‐ 6745 ‐ 8288
　　　　　　　　　　　　（平日9:00～12:00、 13:00～17:00）
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神奈川県保険医協会

政策部長　磯崎　哲男（談話）

◆高市首相の健康医療安全保障に適うのか疑問

　市販薬（OTC）との代替性を口実に、77成分約1,100品目の医療用医薬品

について、患者の薬剤負担を約5割とする計画がある。近く、法案として国

会に提出される。しかし、患者負担は健保法附則で3割が限度と小泉内閣当

時に定められている。これを突破するため「一部保険外療養」の創設で調

整が進められている。名は体を表す。保険適用されているものを部分的に

保険外とする仕組みである。患者負担を実質的に拡大する「打ち出の小槌」

の登場だ。「安心して医療をうける」ことが難しくなる。

　総選挙を経て、医療・社会保障に理解と見識のある議員が返り咲き、与

党内で慎重論が出ているとの報道もあり期待したい。何よりも、昨年10月

の高市首相の所信表明で掲げた国家戦略、「健康医療安全保障」に適うのか

疑問である。国民の命と健康の保護、医療体制の脆弱性への対応重視の方

針の下、診療報酬本体改定率を3.09％と30年ぶりの大幅プラスを英断した

ことは記憶に新しい。

　汎用医薬品の5割負担の梃となる、「一部保険外療養」の創設に反対する。

◆苦心して対象医薬品を抽出しても、保険料は1人月▲24円のみ

　制度の信頼を損ねるだけ

　首相の「健康医療安全保障」は、骨太方針の高齢者増加分の「目安対応」

を変えた立役者の一人、自見はなこ参院議員が最近、自身の国会レポート

で紹介している。医療関係者の多くの目にも触れている。

　この薬剤負担の問題は「OTC類似薬の保険外し」と称され議論されてきた。

市販薬と成分が類似の医薬品を医療保険から外し、保険料を下げるという

主張が政治の舞台で執拗になされ、厚労省の医

療保険部会でも議論となり、一定の結論をみた

ものである。

　市販薬と成分が同じでも、医療用医薬品とは

含有量や規格、投与用量、投与経路が異なり必

ずしも同一ではない。添加物や複数成分の含有

や効能効果の相違もある。医療保険部会では厚

労省が明瞭・明晰な資料を提示し議論に託した。

結果的に、成分・投与経路が同一で、一日最大

用量が異ならない医薬品を機械的に抽出し、薬

価の25％を保険外とする制度を提案。保険分75

％の3割負担で22.5％と保険外25％の合計で

47.5％、つまり約5割負担となるとした。これ

による医療費の削減効果は900億円としている。

　医療費900億円の約半分が保険料。被保険者8

千万人で換算すると一人年間578円で月額48

円。現役世代は労使折半で24円の減額でしかな

い※。患者になった際は薬剤5割で家計負担が嵩

むだけである。

◆セルフメディケーションは医療ではない

　医療保険部会（2025.11.6）の資料は、市販薬は

殆ど医療用医薬品との代替性が臨床上ないことを教えていた。臨床上の必

要性や使途を無視して、市販薬で代替はできないのである。

　そもそも、市販薬というのは「医療用類似」市販薬であり、本家は医療

用医薬品である。国民は自己判断で便宜的に市販薬を服用するが、医療で

はない。風邪症状と思い込み感染症の受診が遅れる、症状が重篤化しての

受診となる、早期発見・早期治療の機会を逃す、重症化し医療経済的にも

不経済となる。セルフメディケーションといえば聞こえが良いが、体調不

和の早期手当を超えず、リスクが多い。本道は医療機関への受診である。

◆一部保険外療養は新体系、保険外併用療養とは別のもよう

　医療保険部会（2025.12.25）では、選択性のある先発品の選定療養と違うと

指摘があった。当初、保険外併用療養（部分的混合診療）の第4類型との報

道もあったが、「一部保険外療養」と報じられており、別建ての新設体系と

なるとみられる。創設されると医薬品以外も対象とされていく危険性が高い。

　復帰した橋本岳衆議院議員は選挙中、社会保険料の引き下げの改革議論

に対し苦衷を露わにし、登院に際し「給付を受ける立場の人への配慮も重

要だ」とした。「『給付の役割』への目配りが薄いと、バランスのよい議論

は望めない」（朝日新聞26.3.1「序破急　社会保障、勇気ある証言者」）。与

党の「良心」と「見識」の発揮を強く期待したい。一部保険外療養に改め

て反対する。 

2026年3月2日

（ ）4

薬剤5割負担の梃、
「一部保険外療養」に反対する

市販薬（OTC）を口実の差額負担拡大は健保法附則に背く

◆「一部保険外療養」の仕組み　　　　　　　　　（2025.12.25　医療保険部会資料より）

（4面に続く）
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◆医療用医薬品と代替性のある市販薬は極めて少ない　　　　（2025.11.6　医療保険部会資料より）

※医療費900億円削減の被保険者あたり保険料換算

・保険料の構成比53％

・被保険者数8,258万人

　（厚労省HP）

（900億円×53％）÷8,258万人÷12カ月÷2＝24円

　2026年度診療報酬改定率は本体プラス3.09％、薬価等マイナス0.87％、全体

で2.22％のプラス改定で決着し、本体は30年ぶりの3％台となった。しかし賃

上げ分1.70％、物価対応分0.76％、過去の経営悪化分0.44％など多くの使途が

限定され、医療の充実分（通常改定分）は僅か0.25％と、前回改定での0.18％

と変わらない。また在宅医療の適正化等でマイナス0.15％とされ、主に内科診

療所へのダメージは大きい。これでは地域医療の第一線を担う診療所は、確実

に衰退する。間近に控える正式告示や運用通知による診療所の窮状打開を強く

求める。

　2026年2月13日には中医協による答申がなされ、点数告示案が示された。プ

ラス改定の配分・内訳から想像できた部分もあるが、それでも実際の点数配分

の衝撃は大きい。医科の初診料は据え置き、再診料は僅か1点のプラス、歯科

の初診料は5点アップしたが再診料は医科同様に1点のプラス、歯科の汎用点数

である歯科疾患管理料は10点マイナスとなった。24年度の無床診療所の法人経

常利益の最頻値は0.0％～1.0％、医業収支は4割が赤字であり※1、過去の経営悪

化分の補填としてはあまりにも不十分である。

　物価対応料は病院への比重が高いとされていたが、医科診療所は初・再診で

僅か2点（27年6月から4点）、歯科は初診3点（同6点）、再診1点（同2点）と、

この間の光熱水費や検体集配費用等の物価上昇に対応できる水準ではない。こ

れら僅かなプラスも、一般名処方加算のマイナス2点でほぼ帳消しとなる。

　本体改定率の半分以上が賃上げ分とされ、ベースアップ評価料が大幅に引き

上げられた。これは全て従業員に還元されるものであり、そもそもあらゆる原

資のない状況下で医院経営の安定や設備投資等には一切使用できない。当然な

がら、医療従事者の賃上げは必要不可欠だが、診療所の当該点数の届出は5割

にも届いておらず、本来は基本診療料の大幅引き上げで担保すべきである。

　また医療DX関連の加算が再編され、電子処方箋の発行体制や電磁的な診療

情報の共有・活用体制の有無で点数が変わることになった。これら診療報酬以

外にも、オンライン資格確認やマイナ保険証への一本化が進められ、さらには

電子カルテの義務化方針が打ち出されるなど、医療行為と直接関係のない分野

での変革が続いている。当会には「これからのデジタル化、保険改定について

ゆくことができず、閉院することといたしました」と、閉院を決断した会員も

いる。

　これらの状況を踏まえ、2月26日の当会理事会では、今後の医院経営への悪影

響を危惧する声が出された。近年は改定の都度、使途が限りなく限定され、いつ

でも診療報酬の引き剥がしができる建付け・設計とされている。医院経営の裁

量権が実質奪われており、医療機関の経営安定とは程遠い改定が続いている。

　地域医療は、当然ながら病院だけでは成り立たない。初診患者の8割、外来

患者の7割を診る診療所が、病院と連携しながら医療全体を支えている。今回

の告示案では、第一線の医療を担う診療所の士気を削ぎ、近い将来地域医療の

崩壊につながっていく。正式告示や運用通知が今後控えているが、わずかなが

らでも地域医療の崩壊に歯止めをかける点数設定、運用を期待したい。

2026年3月3日

※1： 2025年10月27日　第120回社会保障審議会医療部会「医療法人の経営状況（R7.7月末時点）」

第一線医療の士気を削ぐ告示案に抗議

真に医療機関の窮状打開となる
診療報酬改定を求める

神奈川県保険医協会

理事長　田辺　由紀夫

医療運動部会長　二村　哲（合同声明）
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１
月
１
月
２２２２
日日

日
弁
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

負
担
解
消
を
目
指
す

「
ゼ
ロ
の
会
」
に
関
す

る
懇
談
を
、
日
弁
連
と

神
奈
川
協
会
は
行
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
福
祉
大
学
の
二

木
立
名
誉
教
授
は
基
調

講
演
に
て
、
政
府
の
高

額
療
養
費
制
度
の
負
担

上
限
引
き
上
げ
に
つ
き

反
対
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
国
医

師
ユ
ニ
オ
ン
の
植
山
直

し
、
そ
の
上
で
応
能
負
担
は
保

険
料
や
租
税
負
担
に
の
み
適
用

す
べ
き
で
、
給
付
に
つ
い
て
は

所
得
に
よ
ら
ず
平
等
に
受
け
る

の
が
医
療
保
険
制
度
の
原
則
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
額
療
養
費
の
増
加
、

医
療
財
源
圧
迫
は

事
実
誤
認

　

国
も
２０
世
紀
中
は
こ
の
考
え

方
を
維
持
し
ま
し
た
が
、
２
０

０
１
年
以
降
こ
の
原
則
が
崩
さ

れ
、
患
者
負
担
に
も
能
力
に
応

じ
た
負
担
（
応
能
負
担
）
を
導

入
し
拡
大
、
そ
の
の
ち
、
高
額

療
養
費
制
度
の
負
担
上
限
額
の

「
所
得
区
分
」
の
細
分
化
が
適

用
。

　

二
木
氏
が
高
額
療
養
費
制
度

の
負
担
上
限
引
き
上
げ
に
反
対

す
る
理
由
と
し
て
、
▽
高
額
療

養
費
は
漸
増
し
続
け
て
い
る

が
、
２
０
１
２
～
２２
年
度
で
み

る
と
国
民
医
療
費
に
対
す
る
割

合
は
０
・
８９
％
し
か
上
昇
し
て

い
な
い
、
▽
国
民
医
療
費
の
対

前
年
度
増
加
率
は
２
０
２
１
～

２４
年
度
に
４
年
連
続
で
鈍
化
し

て
い
る
、
▽
医
薬
品
費
の
増
加

は
１５
～
２３
年
度
の
９
年
間
で

２
・
８
％
に
と
ど
ま
り
、
国
民

医
療
費
の
伸
び
１４
・
０
％
を
大

幅
に
下
回
る
―
の
３
点
を
あ
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
額
療
養

費
の
増
加
が
「
医
療
保
険
財
政

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
」、
「
高
額
な
薬
剤
な
ど
の
増

加
で
医
療
財
政
が
圧
迫
し
て
い

る
」
と
の
政
府
の
主
張
は
誇
大

ま
た
は
事
実
誤
認
と
批
判
し
ま

し
た
。

　

安
藤
氏
は
、
負
担
上
限
引
き

上
げ
で
患
者
の
「
破
滅
的
医
療

費
支
出
」
を
指
摘
。
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
植
山
氏

が
、
日
本
の
医
師
の
過
酷
な
勤

務
実
態
を
報
告
し
▽
必
要
な
医

師
数
は
増
大
す
る
、
▽
宿
日
直

許
可
の
乱
発
原
因
は
医
師
不
足

で
あ
り
、
人
命
に
直
結
す
る
救

急
医
療
に
お
け
る
宿
日
直
許
可

は
撤
廃
す
る
こ
と
が
労
働
改
善

に
求
め
ら
れ
る
政
策
と
の
こ
と

で
し
た
。
立
教
大
学
の
安
藤
氏

は
、
政
府
が
狙
っ
て
い
る
高
額

療
養
費
制
度
の
負
担
上
限
引
き

上
げ
で
、
各
所
得
区
分
で
の
支

払
能
力
（
収
入
か
ら
税
・
保
険

料
負
担
と
生
活
費
を
引
い
た

額
）
に
対
す
る
上
限
額
の
割
合

を
示
し
ま
し
た
。
治
療
に
よ
る

収
入
減
少
を
考
慮
し
た
場
合
、

月
額
上
限
は
、
い
ず
れ
の
所
得

区
分
で
も
医
療
費
支
出
が
「
破

滅
的
医
療
費
支
出
」
と
さ
れ
る

４０
％
を
超
え
る
こ
と
を
示
し
、

月
額
上
限
が
高
す
ぎ
る
と
指

摘
。
天
野
氏
は
昨
年
、
負
担
上

限
引
き
上
げ
を
「
凍
結
」
さ
せ

た
患
者
の
実
態
を
知
ら
せ
る
運

動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

所
得
区
分
を
細
分
化
、

制
度
発
足
の
理
念
に

反
す
る

　

生
活
保
護
問
題
に
取
り
組
む

尾
藤
廣
喜
弁
護
士
は
元
厚
労
省

に
お
ら
れ
、
高
額
療
養
費
制
度

は
所
得
が
高
く
て
も
医
療
費
負

担
が
重
す
ぎ
て
生
活
保
護
を
受

給
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
々
が
い

た
時
代
に
、
一
定
額
以
上
の
医

療
費
負
担
が
あ
れ
ば
一
律
に
保

障
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ

た
制
度
と
し
て
成
立
。
こ
の
た

め
、
所
得
区
分
を
細
分
化
し
て

「
応
能
負
担
」
を
求
め
る
の
は

本
来
の
制
度
発
足
の
理
念
に
反

す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
点
は
大
事
な
点
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

高
額
療
養
費
見
直
し
案

患
者
の
反
対
で
ス
ト

ッ
プ

　

二
木
氏
は
、
患
者
負
担
が
な

い
か
低
額
で
あ
る
西
欧
諸
国
で

あ
れ
ば
高
額
療
養
費
制
度
が
不

要
だ
っ
た
と
い
え
、
応
能
負
担

に
は
賛
成
だ
が
、
応
能
負
担
は

保
険
料
や
租
税
負
担
に
の
み
適

用
す
べ
き
と
い
う
点
を
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
患
者
負

担
が
高
い
た
め
、
窓
口
負
担
で

受
診
抑
制
に
な
ら
な
い
よ
う
に

高
額
療
養
費
は
必
要
で
あ
る

が
、
尾
藤
弁
護
士
の
談
話
か
ら

も
窓
口
負
担
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
本
来
の
制
度
の
成
り
立
ち

か
ら
問
題
で
あ
り
、
結
果
、
医

療
機
関
に
受
診
で
き
な
く
な
る

事
態
に
な
る
こ
と
が
理
解
で
き

ま
し
た
。
二
木
氏
は
、
昨
年
の

高
額
療
養
費
の
見
直
し
案
の
見

送
り
は
、
患
者
団
体
の
反
対
の

声
が
医
療
政
策
を
変
え
た
稀
な

例
で
厚
労
省
は
当
初
患
者
団
体

の
声
を
相
手
に
せ
ず
そ
の
後
、

当
時
の
石
破
首
相
が
謝
罪
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
医
療
運
動
の
重
要
性
を
示

唆
す
る
事
例
と
思
い
ま
し
た
。

　

所
得
に
関
わ
ら
ず
、
病
気
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
皆
が
受
診

で
き
る
よ
う
、
医
療
費
の
窓
口

負
担
解
消
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
の

会
」
に
つ
い
て
の
運
動
と
日
弁

連
と
の
意
見
交
換
の
場
が
さ
ら

に
必
要
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
２２
日
、
日

弁
連
の
「
人
権
と
し
て
の
『
医

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
』
の
保
障
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
２
０
２

４
年
２
月
に
は
医
療
費
の
窓
口

人
代
表
は
、
医
師
の
労
働
と
医

療
安
全
、
と
り
わ
け
当
直
医
が

宿
直
医
と
し
て
処
理
さ
れ
、
連

続
勤
務
に
よ
る
交
代
勤
務
の
無

い
日
本
の
医
療
の
実
態
を
指

摘
。
過
労
死
と
医
療
の
安
全
性

の
問
題
と
現
場
で
働
く
医
師
の

人
権
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の
「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
と
医
療
現

場
と
の
ず
れ
に
つ
き
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

応
能
負
担
の
原
則
、

保
険
料
や
租
税
負
担

の
み
適
用
す
べ
き

　

そ
の
後
、
立
教
大
学
経
済
学

部
の
安
藤
道
人
教
授
、
全
国
が

ん
患
者
団
体
連
合
会
の
天
野
慎

介
理
事
長
を
交
え
て
、
高
額
療

養
費
制
度
の
問
題
を
中
心
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
木
氏
は
基
調

講
演
の
中
で
、
日
本
の
国
民
皆

保
険
制
度
に
つ
い
て
、
医
療
機

関
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
と
り
わ
け

外
来
に
お
け
る
良
さ
は
世
界
一

だ
が
、
患
者
負
担
率
は
西
欧
諸

国
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
高
い

た
め
、
高
額
療
養
費
制
度
が
必

要
。
「
費
用
面
に
関
し
て
は
、

諸
外
国
と
比
較
し
て
最
も
恵
ま

れ
た
制
度
と
は
言
え
な
い
」
と

当日の様子

『ぼくたちはどう老いるか』

著者：高橋　源一郎

朝日新書、2025年12月、

1,155円（税込）

「
老
い
」
を
当
事
者
と
し
て

「
老
い
」
を
当
事
者
と
し
て

横
浜
市
金
沢
区

横
浜
市
金
沢
区　

関
口　

武
三
郎

関
口　

武
三
郎

　

行
き
つ
け
の
本
屋
に
ぶ
ら
り

立
ち
寄
っ
た
際
、
題
名
に
魅
か

れ
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
一
冊
で

あ
る
。

７２
歳
に
な
っ
た
著
者
の
高
橋

氏
は
、
鏡
に
映
る
自
分
の
顔
に

老
い
を
感
じ
た
の
が
こ
の
本
を

手
掛
け
た
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

　

「
老
い
」
は
す
べ
て
の
人
に

訪
れ
る
自
然
な
現
象
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
「
老
い
」
は

社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
著
者
は
こ
の
現
象
を
哲

学
者
・
鶴
見
俊
輔
の
『
も
う
ろ

く
帖
』
、
ハ
ル
ノ
宵
子
の
『
隆
明

だ
も
の
』
、
そ
し
て
有
吉
佐
和
子

の
名
作
『
恍
惚
の
人
』、
私
小
説

家
・
耕
治
人
の
３
編
の
作
品
集

な
ど
を
読
み
こ
な
し
た
結
果
、

彼
な
り
の
答
え
を
探
し
求
め
て

記
述
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

『
も
う
ろ
く
帖
』
は
鶴
見
氏
自

身
が
「
老
い
」
を
自
分
自
身
の
こ

と
と
と
ら
え
、
真
正
面
か
ら
そ

の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
記
録
し

た
作
品
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
、

ハ
ル
ノ
宵
子
氏
の
作
品
は
詩
人

で
批
評
家
と
し
て
有
名
な
父
、

吉
本
隆
明
氏
が
老
い
て
ゆ
く
様

を
家
族
と
し
て
当
人
に
代
わ
っ

て
つ
づ
っ
た
傑
作
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
恍
惚
の
人
』
は
「
老

あ
る
が
、
彼
は
自
身
の
妻
が
認

知
症
と
な
り
、
日
常
生
活
を
一

つ
一
つ
失
っ
て
ゆ
く
実
体
験
を

３
部
作
で
描
い
て
い
る
。

　

著
者
の
高
橋
氏
は
、
「
老
い
」

と
い
う
現
象
を
こ
れ
ら
４
つ
の

作
品
と
さ
ら
に
自
身
の
体
験
か

ら
鋭
く
、
深
く
追
求
し
て
い
る
。

　

人
間
は
自
分
が
当
事
者
と
し

て
深
く
か
か
わ
ら
な
い
も
の
に

は
、関
心
が
薄
い
。
例
え
ば
「
戦

争
」
も
し
か
り
で
、
日
清
・
日

露
の
戦
争
を
忘
れ
た
こ
ろ
第
二

次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
あ
の

大
戦
か
ら
８０
年
が
過
ぎ
た
今
、

再
び
わ
が
国
は
戦
争
が
で
き
る

国
へ
の
道
筋
に
向
か
っ
て
い

る
。
「
老
い
」
も
同
様
で
、
当

事
者
だ
け
の
問
題
と
考
え
る
と

解
決
は
遠
い
。

　

私
も
８３
歳
と
な
り
、
十
分
老

年
の
域
に
達
し
、
日
々
老
い
に

直
面
し
て
い
る
。
若
い
方
々
に

も
真
剣
に
「
老
い
」
を
、
今
か

ら
「
当
事
者
」
と
し
て
考
え
る

よ
う
切
望
し
て
い
る
。

い
」
が
家
族
の
中
に
入
り
込
み

家
族
を
破
壊
し
、
そ
の
家
族
が

最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
修
復
し

て
ゆ
く
か
を
問
い
か
け
た
名
作

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
耕
治
人
氏

は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い
作
家
で

相
模
原
市
中
央
区
　
小
沼　

博

　

今
回
は
、
小
机
城
の
歩
き
方
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
机
城
は
、
地
名
の
由
来
で
あ
る
机

の
よ
う
な
台
地
上
に
あ
り
、
室
町
時
代

は
、
幕
府
側
の
太
田
道ど

う
か
ん灌

と
戦
う
城
と

し
て
、少
し
間
を
お
い
て
戦
国
時
代
は
、

関
東
に
勢
力
を
伸
ば
す
小
田
原
北
条
氏

の
支
城
と
し
て
歴
史
に
登
場
し
ま
す
。

　

城
内
に
は
横
浜
線
と
第
三
京
浜
が
通

っ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
方
は
無
意
識

に
入
城
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
の
お

城
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
小
机
駅
を
下
車
し
、
南
口
か
ら

す
ぐ
の
城
郷
セ
ン
タ
ー
で
「
続
日
本
１

０
０
名
城
ス
タ
ン
プ
」
を
押
し
ま
す
。

次
に
道
路
を
渡
っ
て
、
雲
松
院
の
城
代

笠
原
氏
の
お
墓
を
お
参
り
し
、
門
を
出

て
左
手
の
稲
荷
社
か
ら
、
小
机
城
を
望

む
小
径
を
進
み
、
再
び
道
路
に
出
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
行
っ
て
、
左
線
路
内

に
家
臣
団
の
屋
敷
が
あ
っ
た
踏
切

を
渡
り
左
折
。
す
ぐ
右
手
の
住
宅

地
が
元
大
手
口
と
な
り
ま
す
。
直

進
し
高
架
下
を
く
ぐ
り
、
急
な
階

段
を
登
り
き
る
と
出
丸
で
す
。
巻

貝
状
の
鐘
撞
台
跡
を
確
認
し
た

後
、
高
架
下
に
戻
り
左
折
、
ま
た

階
段
を
登
り
城
内
に
入
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
入
る
と
、
す
ぐ
に
堀

切
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
を
左
折

す
る
と
、
逆
く
の
字
の
土
橋
。
右

手
の
櫓
台
か
ら
侵
入
者
を
攻
撃
す

る
工
夫
で
す
。

　

冠
木
門
を
く
ぐ
れ
ば
、
土
塁
に
囲
ま

れ
た
東
西
南
北
正
方
形
の
西
曲
輪
。
京

都
花
の
御
所
を
模
し
た
館
が
あ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
西
曲
輪
東
南
の
枡
形

虎
口
か
ら
土
橋
を
渡
り
、
細
長
い
つ
な

ぎ
の
曲
輪
の
南
北
を
見
て
か
ら
東
曲
輪

に
入
り
ま
す
。

　

小
机
城
は
草
刈
り
さ
れ
た
春
が
一

番
。
東
曲
輪
で
は
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を

敷
い
て
の
お
花
見
が
で
き
ま
す
。

　

一
休
み
し
た
ら
、
木
立
の
向
こ
う
の

降
り
口
で
大
空
堀
に
入
り
ま
す
。
見
ど

こ
ろ
の
竹
林
を
ゆ
っ
く
り
と
通
過
し
、

突
き
当
り
を
左
折
、
そ
の
先
右
側
袋
小

路
の
空
堀
奥
を
見
物
し
て
か
ら
、
通
路

へ
と
戻
り
腰
曲
輪
群
の
間
を
下
城
し
ま

す
。

　

下
城
後
は
、
鶴
見
川
流
域
セ
ン
タ
ー

に
寄
り
、
新
横
浜
公
園
の
堤
防
を
歩
き
、

新
横
浜
駅
で
す
。

（
次
回
は
江
戸
城
西
の
丸
）

お城の歩き方

大
和
市
　
小
柳　

光
仁

高
額
療
養
費
、い
ず
れ
の
区
分
も

「
破
滅
的
医
療
費
支
出
」に
該
当
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会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

4月10日(金)午後7時～
　

歯
援
診
・
口
管
強
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

本
研
修
会
は
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）

と
口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算
（
口
管
強
）
の
施
設
基
準
対

応
研
修
会
で
す
。
「
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に

関
す
る
内
容
を
含
む
）
、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
、

歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理
、
小
児
の

心
身
の
特
性
」
に
つ
い
て
の
内
容
に
加
え
、
口
管
強
の
施

設
基
準
の
選
択
式
項
目
に
あ
り
ま
す
「
在
宅
医
療
ま
た
は

介
護
に
関
す
る
研
修
」
、「
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
」
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
鶴
見
大
学

　
　
　
　
名
誉
教
授

花
田　

信
弘
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で
き

る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同
じ

医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
お
申
込
み

さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
、
会
員
ご
家
族
も
含
む
）
の
み
が
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
お
申

込
み
時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
の
未
回

答
の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接

続
ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か

ね
ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確

認
の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

4月12日(日)午前9時30分～ 4月11日(土)午後3時～

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

開
業
し
た
先
生
は
開
業
１
年
後
、
厚
生
局
が
実
施
す
る

行
政
指
導
「
新
規
個
別
指
導
」
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象
カ
ル
テ
は
１０
件
、
そ
の
他
技
工
指
示
書

な
ど
多
く
の
関
係
文
書
等
も
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
指
導
結
果
は
「
概
ね
妥
当
」、「
経
過
観
察
」
、「
再
指

導
」
で
、
「
再
指
導
」
に
な
る
と
新
規
個
別
指
導
を
受
け

て
か
ら
約
１
年
後
に
通
常
「
個
別
指
導
」
に
移
行
し
、
対

象
カ
ル
テ
は
３０
件
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
再
指
導
に
な

ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象

歯
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。

※
当
講
習
会
は
年
に
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

平

和

問

題

講

演

会

（
反
核
医
師
の
会
総
会

記
念
講
演
）

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
映
画『
医
の
倫
理
と
戦
争
』

の
上
映
会
＆
平
和
問
題

講
演
会
―
国
際
化
す
る
医
療

現
場
か
ら
見
え
て
く
る
排
外

主
義
と
戦
争
の
兆
し
―
」

講
　
師
　
港
町
診
療
所

所
長

沢
田　

貴
志
氏

定
　
員

１
０
０
名

※
映
画
上
映
の
た
め
現
地
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
映
画
上
映

：

１５
時
～
１６
時
３０
分

　
講
　
　
演

：

１６
時
３０
分
～
１７
時
１０
分（
質
疑
１０
分
含
む
）

※
午
後
２
時
３０
分
よ
り
、
反
核
医
師
の
会
・
総
会
を
行
い

　
ま
す
。
会
員
の
先
生
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

共
　
催
　
核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
／
神
奈
川
県

保
険
医
協
会

お
申
込
み

核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
（
神
奈
川
県

保
険
医
協
会
事
務
局
内
）

3月26日(木)午後6時30分～

相

模

原

支

部

研

究

会

　

求
人
環
境
、
求
人
手
法
、
採
用
成
功
事
例
、
ト
ラ
ブ
ル

事
例
、
応
募
後
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
加
え
、
Ｚ
世
代
の
採
用

戦
略
、
離
職
率
を
下
げ
る
仕
組
み
な
ど
、
令
和
時
代
の
医

療
求
人
、
業
種
間
の
比
較
（
求
人
費
用
や
倍
率
）
や
求
人

媒
体
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

　
　
　
　
　
　
　

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
４
）

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
２
０
２
６
年

医
療
業
界

の
採
用
最
前
線

　
　
　

―
人
材
不
足
時
代
の
採
用
・

定
着
・
組
織
づ
く
り
―
」

講
　
師
　
株
式
会
社Dental Happy

野
﨑　

卓
朗
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

：

定
員
２０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

3月18日
～3月27日

３
月
１８
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

３
月
１９
日
（
木
）

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
月
例
研
究
会
１９
時
３０
分
。

３
月
２３
日
（
月
）

倫
理
講
習
会
１９
時
３０
分
。

３
月
２５
日
（
水
）

文
化
部
会
１９
時
１５
分
。
税
対

経
営
部
会
２０
時
。

３
月
２６
日
（
木
）

相
模
原
支
部
研
究
会
１８
時
３０

分
。
経
営
研
究
会
１９
時
３０
分
。

３
月
２７
日
（
金
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

4月22日(水)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

　

「
外
安
全
」
、「
外
感
染
」
、「
歯
初
診
」
の
施
設
基
準
に
対
応

し
た
研
修
会
で
す
。
研
修
内
容
は
、
①
「
偶
発
症
に
対
す

る
緊
急
時
の
対
応
」、
②「
医
療
事
故
」、
③「
院
内
感
染
防
止

対
策
に
係
る
標
準
予
防
策
及
び
新
興
感
染
症
に
対
す
る
対

策
」
、
④
「
感
染
経
路
別
予
防
策
（
個
人
防
護
具
の
着
脱

方
法
等
を
含
む
）
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

等
に
対
す
る
対
策
・
発
生
動
向
等
に
関
す
る
研
修
」
で
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の

対
応
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染

防
止
対
策
、
感
染
経
路
別

予
防
策
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る

対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
上
記
「
歯
科
特
別
研
究
会
」
備
考
欄

の
①~

⑤
と
同
様
で
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
「
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医

療
安
全
管
理
研
修
（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）」
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

施設基準

施設基準
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